
依存症の相談を受けたけど、どう対応していいかわからない。

日ごろ支援している人に、もしかしたら依存症の問題があるかも….。

依存症の人やその家族が利用できる資源はあるの？

地域ではどんな連携ができるかな？

依存症の方やその家族に対して、どんな支援ができるのか、

今回はギャンブル等依存症の事例を通して一緒に考えてみませんか。

日ごろから依存症支援を行っている団体がご参加くださいます。

ご参加お待ちしています。

令和6年度大阪府依存症対策強化事業 連携支援モデル構築事業

場所

内容

（１）事例紹介及びグループワーク

（２）助言者からのミニ講座

〇助言者：大阪精神医療センター

精神科医 入来 晃久 氏

〇助言者：弁護士 （調整中）

（３）感想の共有

（４）まとめ

＊申し込み方法の詳細については裏面をご覧ください。

申込み方法

「こころのオアシス」申し込みサイトよりお申

込みください。

～みんなで考えよう、依存症の本人・家族の支援～

事例検討会 in三島圏域

申込締切 令和6年10月25日（金）17:00まで

2024年

11.７(木)

午後２時～４時

対象

茨木保健所
５階 大会議室

＊三島圏域保健所（茨木保健所・高槻市保健所）職員

＊三島圏域保健所管内精神科医療機関、市町村担当課（障がい

福祉、保健、児童・高齢福祉、人権、消費生活C、生活保護、生

活困窮者支援、多重債務相談等）の職員

相談支援事業所や障がい福祉サービス事業所等関係機関職員

【定員】３０名

大阪府茨木市大住町8-11



申込み
方法

アクセス 大阪府茨木保健所 5階 大会議室

「こころのオアシス」 http://kokoro-osaka.jp/

依存症対策研修 →

「令和6年度 事例検討会～みんなで考えよう、依存症の本人・家族の支援～ in 三島圏域」

上記研修案内ページ内にある研修申込フォームから申込みください。

※本研修は大阪府行政オンラインシステムを利用した電子申請となっております。

初めて本システムを利用する際は利用登録が必要となります。

登録については以下をご参照ください。

[大阪府行政オンラインシステム操作マニュアル]

締切り 令和6年１０月２５日（金）17:00まで

※定員に達した場合は、締切り前に受付終了とする場合があります。

＊阪急京都線 茨木市駅（北口）より 北へ約700メートル

徒歩約10分。

（阪急バス・近鉄バスより、JR東海道本線茨木駅から阪急茨木市

行きのバスが出ています。）

＊JR東海道本線 JR総持寺駅より 南西の方向へ約950メートル

徒歩約12分。

会場へは公共交通機関でお越しください。

大阪府茨木市大住町8-11

主催・問い合わせ先
大阪府こころの健康総合センター 相談支援・依存症対策課 担当：中澤・道﨑

電 話：０６－６６９１－２８１８ F A X：０６－６６９１－２８１４

Ｅメール：kenkosogo-g25@sbox.pref.osaka.lg.jp

http://kokoro-osaka.jp/
https://pref-osaka.cms8341.jp/cms8341/o100220/kokoronokenko/izonsyoukensyu01/jireikento02.html
https://lgpos.task-asp.net/cu/270008/ea/residents/manual/02-StartUsing/03-RegisterUserInformation
mailto:kenkosogo-g25@sbox.pref.osaka.lg.jp

